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柔道整復師学校養成施設指定規則の一部を改正する省令の施行について（通知） 

 

 

柔道整復師学校養成施設指定規則の一部を改正する省令（平成 29 年文部科学

省・厚生労働省令第２号）については、平成 29 年３月 31 日付けで公布され、

同年４月１日より施行されます。 

この省令の内容は下記のとおりですので、貴職におかれましてはこれを御了

知いただくとともに、各都道府県知事、各都道府県教育委員会教育長、各指定

都市教育委員会教育長及び各国公私立大学長におかれては、所管又は所轄の学

校養成施設及び関係団体への周知と適切な指導を行っていただくようお願いし

ます。 

 

記 



 

 

第一 改正の趣旨 

  柔道整復師の養成については、柔道整復師の学校養成施設数の大幅な増加

や、診療報酬等の不正請求問題の発生等、柔道整復師を取り巻く環境が変化

していることから、柔道整復師の学校養成施設のカリキュラムを充実させる

こと等を通じ、より質の高い柔道整復師を養成することが求められている。 

  本省令は、国民の信頼と期待に応える質の高い柔道整復師を養成するため、

柔道整復師学校養成施設指定規則（昭和 47 年文部省・厚生省令第２号）に定

める教育内容、臨床実習施設の要件、専任教員の数等を改正するものである。 

 

第二 改正の概要 

（１）カリキュラムについて 

① 現行のカリキュラムに以下のカリキュラムを加えること。 

・ 高齢者の生理学的特徴・変化（専門基礎分野）      

・ 競技者の生理学的特徴・変化（専門基礎分野）      

・ 柔道整復術の適応（専門基礎分野）            

・ 職業倫理（専門基礎分野）               

・ 社会保障制度（専門基礎分野）             

・ 外傷保存療法の経過及び治癒の判定（専門分野）              

・ 物理療法機器等の取扱い（専門分野）          

・ 柔道整復術適応の臨床的判定（医用画像の理解を含む）（専門分野）        

・ 高齢者の外傷予防技術（専門分野）             

・ 競技者の外傷予防技術（専門分野）             

・ 臨床実習前施術試験等（専門分野）           

・ 臨床実習（専門分野）（現行では柔道整復実技の中で実施） 

② 以上に伴い、総単位数を現行の 85 単位以上から 99 単位以上に引上げ

ること。 

（２）教員について 

① 専任教員の必要数を、現行の５人以上から６人以上とし、学校養成施

設が設置された年度にあっては、現行の３人以上から４人以上とするこ

と。 

② 柔道整復師である教員に求める実務経験を、現行の３年以上から５年

以上とし、当該教員の教授範囲を、現行の「保健医療福祉と柔道整復の

理念」から「柔道整復術の適応以外の教育内容」に拡大すること。 

（３）実習室等について 

学校養成施設において備えるべきものから基礎医学実習室、消毒設備及



 

び標本を削除するとともに、実技実習室の面積については、現行の１ベッ

ドにつき 6.3 ㎡以上から生徒１人につき 2.1 ㎡以上に変更し、実技実習室

を実習室に名称変更すること。 

（４）臨床実習施設について 

①  指定基準に、臨床実習を行うのに適当な施術所等を実習施設として利

用し得ること及び当該実習について適当な実習指導者の指導が行われ

ることを新たに加えること。また、実習施設として利用する施設は、実

習用設備として必要なものを有するものであることとすること。 

② 指定の申請書に添える書類の記載事項に、実習施設の名称、場所及び

開設者の氏名（法人にあっては、名称）並びに実習施設の概要を加える

とともに、実習施設における最近 1年間の柔道整復の施術を受けた者の

延べ数を新たに加えること。 

（５）上記改正に伴う所要の改正を行うこと。 

 

第三 施行日 

平成 29 年４月１日 

なお、新しいカリキュラムについては、この省令の施行の際現に指定を受け

ている学校養成施設に限り、平成 30 年度の入学生から適用される。 

 

第四 経過措置 

（１）カリキュラムについて 

この省令の施行の際現に指定を受けている学校養成施設において柔道整

復師として必要な知識及び技能を修得中の者に係る教育の内容については、

この省令による改正後の柔道整復師学校養成施設指定規則（以下「新規則」

という。）の規定にかかわらず、なお従前の例によることができること。 

（２）教員について 

この省令の施行の際現に指定を受けている学校養成施設における専任教

員の数については、新規則の規定にかかわらず、平成 32 年３月 31 日まで

の間は、なお従前の例によることができること。 

 

第五 留意事項 

各都道府県知事、各都道府県教育委員会教育長、各指定都市教育委員会教育

長及び各国公私立大学長におかれては、今回の改正に伴い必要となる柔道整

復師学校養成施設の学則の変更等の手続については、遺漏のないよう当該学

校又は養成所に対して指導されたいこと。 



一
頁

文
部
科
学
省

○

令
第
二
号

厚
生
労
働
省

柔
道
整
復
師
法
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
三
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
同
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
柔
道
整
復
師
学

校
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

柔
道
整
復
師
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

文
部
省

柔
道
整
復
師
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
四
十
七
年

令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

厚
生
省

第
二
条
第
七
号
中
「
五
人
」
を
「
六
人
」
に
、
「
三
人
」
を
「
四
人
」
に
、
「
四
人
」
を
「
五
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号

中
「
基
礎
医
学
実
習
室
及
び
実
技
実
習
室
」
を
「
実
習
室
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
基
礎
医
学
実
習
室
の
面
積
は
生
徒

一
人
に
つ
き
三
・
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
実
技
実
習
室
の
面
積
は
一
ベ
ツ
ド
に
つ
き
六
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
実
習

室
の
面
積
は
生
徒
一
人
に
つ
き
二
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中
「
及
び
消
毒
施
設
」
を
削
り
、
同
条
第
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二
頁

十
四
号
中
「
標
本
及
び
」
を
削
り
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
六
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
五
号
を

第
十
七
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
五

臨
床
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
施
術
所
そ
の
他
の
施
設
を
実
習
施
設
と
し
て
利
用
し
得
る
こ
と
及
び
当
該
実
習
に
つ

い
て
適
当
な
実
習
指
導
者
の
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

十
六

前
号
の
実
習
施
設
と
し
て
利
用
す
る
施
設
は
、
実
習
用
設
備
と
し
て
必
要
な
も
の
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
中
「
申
請
書
」
の
下
に
「
（
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
第
十
号
」
を
「
第

十
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
、
標
本
」
を
削
り
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

十

実
習
施
設
の
名
称
、
場
所
及
び
開
設
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
）
並
び
に
概
要

十
一

実
習
施
設
に
お
け
る
最
近
一
年
間
の
柔
道
整
復
の
施
術
を
受
け
た
者
の
延
べ
数

第
三
条
第
二
項
中
「
書
面
」
の
下
に
「
（
次
項
に
お
い
て
「
書
面
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
第
九
号
」
を
「
第
十
一
号

」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

申
請
書
又
は
書
面
に
は
、
実
習
施
設
に
お
け
る
実
習
を
承
諾
す
る
旨
の
当
該
実
習
施
設
の
開
設
者
の
承
諾
書
を
添
え
な
け



三
頁

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
二
項
中
「
又
は
同
項
第
五
号
」
を
「
、
同
項
第
五
号
」
に
改
め
、
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
又
は
前
条
第
一
項
第

十
号
若
し
く
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
伴
い

同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、

同
条
第
三
項
中
「
又
は
同
項
第
五
号
」
を
「
、
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は
同
項
第
十
号
若
し
く
は
第
十
一
号
」
に
改
め

、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
令
第
九
条
の
規
定
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（

前
条
第
一
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
承
諾

書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
の
二
第
二
号
中
「
事
項
」
の
下
に
「
（
第
三
条
第
一
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。

別
表
第
一
（
備
考
を
除
く
。
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）



四
頁

教

育

内

容

単

位

数

備

考

基
礎
分
野

科
学
的
思
考
の
基
盤

十
四

人
間
と
生
活

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能

十
五

高
齢
者
及
び
競
技
者
の
生
理
学

的
特
徴
・
変
化
を
含
む
。

疾
病
と
障
害

十
一

柔
道
整
復
術
の
適
応

二

保
健
医
療
福
祉
と
柔
道
整
復
の
理
念

八

職
業
倫
理
を
含
む
。

社
会
保
障
制
度

一

専
門
分
野

基
礎
柔
道
整
復
学

十

外
傷
保
存
療
法
の
経
過
及
び
治

癒
の
判
定
を
含
む
。

臨
床
柔
道
整
復
学

十
七

物
理
療
法
機
器
等
の
取
扱
い
及

び
柔
道
整
復
術
適
応
の
臨
床
的



五
頁

判
定
（
医
用
画
像
の
理
解
を
含

む
。
）
を
含
む
。

柔
道
整
復
実
技

十
七

高
齢
者
及
び
競
技
者
の
外
傷
予

防
技
術
並
び
に
臨
床
実
習
前
施

術
試
験
等
を
含
む
。

臨
床
実
習

四

合

計

九
十
九

別
表
第
一
の
備
考
第
三
号
中
「
柔
道
整
復
実
技
（
臨
床
実
習
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
十
六
単
位
以
上
及
び
柔
道
整
復
実
技

以
外
の
教
育
内
容
六
十
九
単
位
」
を
「
臨
床
実
習
四
単
位
以
上
及
び
臨
床
実
習
以
外
の
教
育
内
容
九
十
五
単
位
」
に
、
「
三
十

二
単
位
」
を
「
三
十
七
単
位
」
に
、
「
二
十
三
単
位
」
を
「
四
十
四
単
位
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
専
門
基
礎
分
野
の
項
第
三
号
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、
「
従
事
し
た
後
」
を
「
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か

つ
」
に
、
「
保
健
医
療
福
祉
と
柔
道
整
復
の
理
念
」
を
「
柔
道
整
復
術
の
適
応
以
外
の
教
育
内
容
」
に
改
め
、
同
表
専
門
分
野

の
項
第
二
号
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、
「
従
事
し
た
後
」
を
「
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か
つ
」
に
改
め
る
。



六
頁

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
柔
道
整
復
師
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
九
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い

る
学
校
又
は
柔
道
整
復
師
養
成
施
設
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
前
指
定
学
校
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
柔
道
整
復

師
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
中
の
者
に
係
る
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
柔
道
整

復
師
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

改
正
前
指
定
学
校
養
成
施
設
に
お
け
る
新
規
則
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
専
任
教
員
の
数
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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柔
道
整
復
師
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
条
文

○
柔
道
整
復
師
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
文
部
省
・
厚
生
省
令
第
二
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
正
案

現
行

（
指
定
基
準
）

（
指
定
基
準
）

第
二
条

令
第
二
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

第
二
条

令
第
二
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

教
員
の
う
ち
六
人
（
一
学
年
に
三
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
学
校

七

教
員
の
う
ち
五
人
（
一
学
年
に
三
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
学
校

又
は
養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
三
十
人
ま
で
を
増
す
ご

又
は
養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
三
十
人
ま
で
を
増
す
ご

と
に
一
を
加
え
た
数
）
以
上
は
、
別
表
第
二
専
門
基
礎
分
野
の
項
各
号
若

と
に
一
を
加
え
た
数
）
以
上
は
、
別
表
第
二
専
門
基
礎
分
野
の
項
各
号
若

し
く
は
同
表
専
門
分
野
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

し
く
は
同
表
専
門
分
野
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
専
任
教
員
（
以
下
「
専
任
教
員
」

の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
専
任
教
員
（
以
下
「
専
任
教
員
」

と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
専
任
教
員
の
数
は
、
当
該
学
校
又

と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
専
任
教
員
の
数
は
、
当
該
学
校
又

は
養
成
施
設
が
設
置
さ
れ
た
年
度
に
あ
つ
て
は
四
人
（
一
学
年
に
三
十
人

は
養
成
施
設
が
設
置
さ
れ
た
年
度
に
あ
つ
て
は
三
人
（
一
学
年
に
三
十
人

を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え

を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え

る
数
が
三
十
人
ま
で
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
）
、
そ
の
翌
年
度
に

る
数
が
三
十
人
ま
で
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
）
、
そ
の
翌
年
度
に

あ
つ
て
は
五
人
（
一
学
年
に
三
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
学
校
又
は

あ
つ
て
は
四
人
（
一
学
年
に
三
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
学
校
又
は

養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
三
十
人
ま
で
を
増
す
ご
と
に

養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
三
十
人
ま
で
を
増
す
ご
と
に

一
を
加
え
た
数
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
を
加
え
た
数
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
・
九

（
略
）

八
・
九

（
略
）

十

実
習
室
を
有
す
る
こ
と
。

十

基
礎
医
学
実
習
室
及
び
実
技
実
習
室
を
有
す
る
こ
と
。

十
一

普
通
教
室
の
面
積
は
生
徒
一
人
に
つ
き
一
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

十
一

普
通
教
室
の
面
積
は
生
徒
一
人
に
つ
き
一
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
、
実
習
室
の
面
積
は
生
徒
一
人
に
つ
き
二
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

上
、
基
礎
医
学
実
習
室
の
面
積
は
生
徒
一
人
に
つ
き
三
・
三
一
平
方
メ
ー

あ
る
こ
と
。

ト
ル
以
上
、
実
技
実
習
室
の
面
積
は
一
ベ
ツ
ド
に
つ
き
六
・
三
平
方
メ
ー

NKDRD
テキストボックス
別添２
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ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

十
二

実
習
室
は
、
ロ
ツ
カ
ー
ル
ー
ム
又
は
更
衣
室
を
有
す
る
こ
と
。

十
二

実
習
室
は
、
ロ
ツ
カ
ー
ル
ー
ム
又
は
更
衣
室
及
び
消
毒
設
備
を
有
す

る
こ
と
。

十
三

（
略
）

十
三

（
略
）

十
四

教
育
上
必
要
な
器
械
器
具
、
模
型
、
図
書
及
び
そ
の
他
の
備
品
を
有

十
四

教
育
上
必
要
な
器
械
器
具
、
標
本
及
び
模
型
、
図
書
並
び
に
そ
の
他

す
る
こ
と
。

の
備
品
を
有
す
る
こ
と
。

十
五

臨
床
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
施
術
所
そ
の
他
の
施
設
を
実
習
施
設

（
新
設
）

と
し
て
利
用
し
得
る
こ
と
及
び
当
該
実
習
に
つ
い
て
適
当
な
実
習
指
導
者

の
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

十
六

前
号
の
実
習
施
設
と
し
て
利
用
す
る
施
設
は
、
実
習
用
設
備
と
し
て

（
新
設
）

必
要
な
も
の
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
七
・
十
八

（
略
）

十
五
・
十
六

（
略
）

（
指
定
の
申
請
書
に
添
え
る
書
類
の
記
載
事
項
）

（
指
定
の
申
請
書
に
添
え
る
書
類
の
記
載
事
項
）

第
三
条

令
第
三
条
の
申
請
書
（
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）

第
三
条

令
第
三
条
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
地
方
公
共
団
体
（

に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
地
方
公
共
団
体
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第

成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学

一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。
）
の
設
置
す
る
学
校
又
は
養
成

法
人
を
含
む
。
）
の
設
置
す
る
学
校
又
は
養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
第
十
二

施
設
に
あ
つ
て
は
、
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
た
書
類

号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

教
授
用
及
び
実
習
用
の
器
械
器
具
、
模
型
、
図
書
そ
の
他
の
備
品
の
目

九

教
授
用
及
び
実
習
用
の
器
械
器
具
、
標
本
、
模
型
、
図
書
そ
の
他
の
備

録

品
の
目
録

十

実
習
施
設
の
名
称
、
場
所
及
び
開
設
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、

（
新
設
）

名
称
）
並
び
に
概
要

十
一

実
習
施
設
に
お
け
る
最
近
一
年
間
の
柔
道
整
復
の
施
術
を
受
け
た
者

（
新
設
）

の
延
べ
数

十
二
（
略
）

十

（
略
）
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２

令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
三
条
の
書
面
（
次

２

令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
三
条
の
書
面
に
は

項
に
お
い
て
「
書
面
」
と
い
う
。
）
に
は
、
前
項
第
二
号
か
ら
第
十
一
号
ま

、
前
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え

で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

申
請
書
又
は
書
面
に
は
、
実
習
施
設
に
お
け
る
実
習
を
承
諾
す
る
旨
の
当

（
新
設
）

該
実
習
施
設
の
開
設
者
の
承
諾
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
承
認
又
は
届
出
を
要
す
る
事
項
）

（
変
更
の
承
認
又
は
届
出
を
要
す
る
事
項
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

令
第
四
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号

２

令
第
四
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
、
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
修
業
年

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
又
は
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
修
業

限
、
教
育
課
程
及
び
生
徒
の
定
員
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て

年
限
、
教
育
課
程
及
び
生
徒
の
定
員
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。
次
項
に
お
い

同
じ
。
）
又
は
前
条
第
一
項
第
十
号
若
し
く
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（

て
同
じ
。
）
と
す
る
。

同
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に

伴
い
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。

３

令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
四
条
第
二
項
の
主

３

令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
四
条
第
二
項
の
主

務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ

務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
、
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は
同
項
第
十
号
若
し
く
は
第
十
一

る
事
項
又
は
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

４

令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
令
第
九
条
の
規
定
よ
り
読
み

（
新
設
）

替
え
て
適
用
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
前
条
第
一
項
第
十
号
又
は
第

十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
三
項

に
規
定
す
る
承
諾
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
承
認
又
は
届
出
に
関
す
る
報
告
）

（
変
更
の
承
認
又
は
届
出
に
関
す
る
報
告
）

第
四
条
の
二

令
第
四
条
第
三
項
（
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

第
四
条
の
二

令
第
四
条
第
三
項
（
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
五
月
三
十
一
日
ま

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間

で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
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に
係
る
も
の
を
取
り
ま
と
め
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る

に
係
る
も
の
を
取
り
ま
と
め
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

変
更
の
届
出
又
は
通
知
に
係
る
事
項
（
第
三
条
第
一
項
第
十
号
又
は
第

二

変
更
の
届
出
又
は
通
知
に
係
る
事
項

当
該
年
の
前
年
の
五
月
一
日
か

十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

当
該
年
の
前
年
の
五
月
一
日
か
ら

ら
当
該
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間

当
該
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

教

育

内

容

単

位

数

備

考

教

育

内

容

単

位

数

基
礎

科
学
的
思
考
の
基
盤

基
礎
分
野

科
学
的
思
考
の
基
盤

十
四

十
四

分
野

人
間
と
生
活

人
間
と
生
活

専
門

人
体
の
構
造
と
機
能

十
五

高
齢
者
及
び
競
技
者
の

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能

十
三

基
礎

生
理
学
的
特
徴
・
変
化

分
野

を
含
む
。

疾
病
と
障
害

十
一

疾
病
と
障
害

十
二

柔
道
整
復
術
の
適
応

二

（
新
設
）

（
新
設
）

保
健
医
療
福
祉
と
柔
道
整
復

八

職
業
倫
理
を
含
む
。

保
健
医
療
福
祉
と
柔
道
整
復
の
理
念

七

の
理
念

社
会
保
障
制
度

一

（
新
設
）

（
新
設
）

専
門

基
礎
柔
道
整
復
学

十

外
傷
保
存
療
法
の
経
過

専
門
分
野

基
礎
柔
道
整
復
学

九

分
野

及
び
治
癒
の
判
定
を
含

む
。

臨
床
柔
道
整
復
学

十
七

物
理
療
法
機
器
等
の
取

臨
床
柔
道
整
復
学

十
四

扱
い
及
び
柔
道
整
復
術

適
応
の
臨
床
的
判
定
（

医
用
画
像
の
理
解
を
含

む
。
）
を
含
む
。

柔
道
整
復
実
技

十
七

高
齢
者
及
び
競
技
者
の

柔
道
整
復
実
技
（
臨
床
実
習
を
含
む
。
）

十
六
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外
傷
予
防
技
術
並
び
に

臨
床
実
習
前
施
術
試
験

等
を
含
む
。

臨
床
実
習

四

（
新
設
）

（
新
設
）

合

計

九
十
九

合

計

八
十
五

備
考

一
・
二

（
略
）

備
考

一
・
二

（
略
）

三

複
数
の
教
育
内
容
を
併
せ
て
教
授
す
る
こ
と
が
教
育
上
適
切
と
認

三

複
数
の
教
育
内
容
を
併
せ
て
教
授
す
る
こ
と
が
教
育
上
適
切
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
臨
床
実
習
四
単
位
以
上
及
び
臨
床
実
習

め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
柔
道
整
復
実
技
（
臨
床
実
習
を
含
む
。

以
外
の
教
育
内
容
九
十
五
単
位
（
う
ち
基
礎
分
野
十
四
単
位
以
上
、

以
下
同
じ
。
）
十
六
単
位
以
上
及
び
柔
道
整
復
実
技
以
外
の
教
育
内

専
門
基
礎
分
野
三
十
七
単
位
以
上
及
び
専
門
分
野
四
十
四
単
位
以
上

容
六
十
九
単
位
（
う
ち
基
礎
分
野
十
四
単
位
以
上
、
専
門
基
礎
分
野

）
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
表
の
教
育
内
容
ご
と
の
単
位
数
に
よ
ら
な

三
十
二
単
位
以
上
及
び
専
門
分
野
二
十
三
単
位
以
上
）
で
あ
る
と
き

い
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
こ
の
表
の
教
育
内
容
ご
と
の
単
位
数
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き

る
。

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

基
礎
分
野

（
略
）

基
礎
分
野

（
略
）

専
門
基
礎
分
野

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て

専
門
基
礎
分
野

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て

教
育
内
容
に
関
し
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
又
は

教
育
内
容
に
関
し
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

こ
れ
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

柔
道
整
復
師
の
免
許
を
取
得
し
て
か
ら
五
年
以

三

柔
道
整
復
師
の
免
許
を
取
得
し
て
か
ら
三
年
以

上
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
厚
生

上
実
務
に
従
事
し
た
後
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

労
働
大
臣
の
指
定
し
た
教
員
講
習
会
を
修
了
し
た

し
た
教
員
講
習
会
を
修
了
し
た
者
（
保
健
医
療
福

者
（
柔
道
整
復
術
の
適
応
以
外
の
教
育
内
容
を
教

祉
と
柔
道
整
復
の
理
念
を
教
授
す
る
場
合
に
限
る

授
す
る
場
合
に
限
る
。
）

。
）

専
門
分
野

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て

専
門
分
野

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て

教
育
内
容
に
関
し
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
又
は

教
育
内
容
に
関
し
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

こ
れ
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

柔
道
整
復
師
の
免
許
を
取
得
し
て
か
ら
五
年
以

二

柔
道
整
復
師
の
免
許
を
取
得
し
て
か
ら
三
年
以

上
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
厚
生

上
実
務
に
従
事
し
た
後
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

労
働
大
臣
の
指
定
し
た
教
員
講
習
会
を
修
了
し
た

し
た
教
員
講
習
会
を
修
了
し
た
者

者


